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細胞の可能性 

2008年 2月. 

 

橋本直純 

第 15回マクロライド新作用研究会 研究奨励賞 

14印環マクロライドにおける微小血管内皮細胞での CXCR4表面発現誘導効果 

2008年 7月. 

 

伊藤理 

平成 19年度日本呼吸器学会 学会奨励賞. 

“A novel Ca
2+

 influx pathway activated by mechanical stretch in human airway smooth 



muscle cells.” 

2008年 6月 神戸 

 

伊藤理 

APSR Travel Awards to Attend ATS International Conference 2009 

2008年 11月. 

 

【研究助成金、班研究等科学研究費】 

文部科学省 21 世紀 COE プログラム 神経疾患・腫瘍の統合分子医学の拠点形成 

研究推進メンバー：長谷川好規 

 

文部科学省科学技術振興調整費 

先端融合領域イノベーション創出拠点の形成: 分析・診断医工学による予防早期医

療の創成 

研究推進メンバー：長谷川好規 

 

平成 20年度 科学研究費助成金 萌芽研究 

上皮間葉系細胞転換(EMT)分子(NOTCH)を標的にした固形癌制御の研究 

研究代表者：長谷川好規 

研究分担者：橋本直純 

 

厚生労働省がん研究助成金  

抗悪性腫瘍薬治療を最適化するための臨床薬理学的研究  

研究分担者：長谷川好規 

 

厚生労働省科学研究費補助金  

難治性疾患克服研究事業: びまん性肺疾患調査研究班 

研究協力者：長谷川好規 

 

平成 20-22年度 科学研究費助成金 基盤研究(C) 

肺がん治療標的としての上皮間葉系細胞転換(EMT)関連分子同定の研究 

研究代表者：佐藤光夫 

研究分担者：長谷川好規 



 

平成19-20年度 科学研究費助成金 基盤研究(C)  

気道リモデリングの予防における標的細胞と分子薬理療法 

研究代表者：久米裕昭 

 

平成 19-20年度 科学研究費助成金 基盤研究(C)  

粘膜上皮の重炭酸イオン・炭酸ガス輸送の障害による疾病の分子病態と治療法の研

究 

研究分担者：久米裕昭 

 

平成 20-22年度 文部科学省科学研究費補助金 基盤(C)  

肺非小細胞癌におけるサイド・ポピュレーションの解析による肺癌幹細胞特性の検討 

研究代表者：近藤征史 

 

平成 19-20年度 文部科学省科学研究費 基盤研究(C) 

幹細胞誘導遺伝子導入による線維芽細胞由来幹細胞を用いた肺再生医療の構築 

研究代表者：橋本直純 

 

平成 19-21年度 文部科学省科学研究費 若手研究(A)  

肺気道リモデリングにおけるメカニカルストレスの役割 

研究代表者：伊藤理 

 

進藤有一郎 

平成 20年度海外渡航旅費助成 

財団法人豊秋奨学会 

2008年 12月 

 

 

 


